
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

【月刊ＨＭレポート：Vol.182】 2016 年 11 月号 

【成果を出す組織を作るマネジメント】シリーズ 

このレポートは経営者および経営幹部の皆様のために作成されています！ 

“縦割り”組織よりも、もっと深刻？ 

想像以上に“隣”が遠い現代組織 
◇◆◇ それでも“重要情報”の共有を進めるには… ◇◆◇ 

 
 ◆本レポートの内容◆ 
 

【１】職場でさえも“隣人”が遠い今のビジネス事情   …… １㌻ 

【２】高度情報化の下で重要事項が共有されない現実   …… ２㌻ 

【３】“クリック”社会では全部伝えると何も残らない  …… ３㌻ 

【４】“隣人”との交流が失われる現代的な事情とは？  …… ４㌻ 

【５】組織内で情報共有が進まない時の２つの対処法   …… ５㌻ 
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ＳＲヒューマン・マネジメント研究会 
 

私どもでは、人材や組

織管理に関わる業務を

通じて、広く皆様方の

マネジメントをご支援

いたしております。 
そうした活動から得た

様々な考え方等を、当

事者の皆様にご了解を

頂いた上で、事例とし

てご提供しています。 

 今、社内の“命令”や“重要情報”の共有が、上手く行かないケース

が増えて来ているようです。高度情報化の中で、マネジメントに不可欠

な重要事項が、なかなか社内に徹底されないことがあるのです。 

 情報共有の場である会議でも、“自分に直接関係ない”と思い込むと、

話を聞き流してしまう“参加者”がいます。 

 なぜ、そのような状況に陥ってしまうのでしょうか。そして、情報や

知恵を組織内で共有するために、今、何をすべきなのでしょうか。 


